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昭和魂鷲年7月豪雨災害

呉国神戸の災害にみられる共通点

昭和42年7月8目から9目にかけて面目本の各地に

局地的集中豪雨があり山津波や崖くずれによる被害が

多発した.とくに今回の災害では佐世保･呉･神戸

だとの市街地に崖くずれと山津波の被害カミあったという

点にあるため筆者はその実態調査のため約一カ月経過

した8月なかば過ぎ呉市と神戸市の被災個所をみてき

たのでその結果とこれから引き出される問題点を要約

して今後のこの種類の災害に対する研究上の何かの参

考に供したいと思う.本稿を草するに当り貴重な資

料の提供を受けるとともに現地の案内等に種々の便宜を

いただいた広島県呉市建設局･兵庫県砂防諜･神戸市道

路局をはじめ関係各位に厚い感謝の念をささげる.

たお呉市の調査には本所中国出張所の青柳信義所長

神戸市の調査には大阪出張所の宮村学技官が同行した.

昭和42年7月始め日本はるか南方洋上に発生した低気

圧は7月3目台風7号と命名され酉太平洋をさらに北

へ進んでいたが7月8目沖縄西方海上で弱い熱帯性低

気圧と狂った.折しも梅雨中期とあってたまたま九

州から関東地方へと横たわっていた梅雨前線を戟激し

さらに台風7号くずれの低気圧がこれに乗って進んだた

め強雨域カ溌生し西日本の各地で山津波･崖くず

れ･河川のはんらん･浸水などの災害が続出しその被

害は関東以西24府県におよびとくに災害救助法カミ発動

されたのは7府県50市町村に達した(第1図).

この中でも佐世保･呉･神戸などの市街地の背後に

起こった山津波と崖くずれは市街地の住宅等をおそい

多くの損害を出している.

呉市では7月7目の9時に雨が降り始めてから7

月9目19時に雨が降りやむまでに315.7mmの雨が降

りとくに7月9目16時から王7時にかけてはその1時

間に75.0節㎜の雨が降りそそいでいる｡そのため市内

約1,400吻所にくずれか発生しその串で43カ所169名

が生埋めと抜り必死の救出作業にもかかわらず88名

の死者を出している｡

今回のくずれの第生は呉市の南部の休山を中心とす

る半島部と広1仁方の海津線に沿って著しく同じ呉

市といっても内陸部の焼山地区野呂山一帯には被害

がほとんど見当ら狂いのは局地的集中豪雨の名のとお
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りまさにある区域に集中したということである.

呉市付近の山は大部分カミ花闇岩からできておりそ

の所々に花開班岩の岩脈が貫いている.岩脈は花崩岩

に比べると風化作用に耐える性質ポ強いためこの岩脈

のある部分を薪とする急傾斜の山地カミ呉市街地のまわり

に特長的に見られこの急な山のまわりを台地状の緩斜

面がとり巻いている.台地の上には小規模の堆積物が

みられる場合もある.崖くずれや山津波はこのよう

在地形･地質条件をもとにして次のような事例にまと

めることができる.

呉市の崩かいの第1の型はこの台地の縁に発生して

おりたまたま市街地がこの台地の縁にまでぎっしりっ

まっているために崖くずれの下敷になった例が多く

家がやられなくても道路がくずれ落ちた土のために通

れなく狙った.たとえば呉市警固屋町8丁目の場合

前後2回に起こった崖くずれのために救出作業中の消

防団員もろとも13名が生埋となりうち3名は助けるこ

とができなかった.ここは崖くずれとはいうものの

花巌岩でできている台地の縁のわずか表層1m程度が幅

約50mにわたってくずれ落ちておりこの崖の上には小

さな平坦地となってそこ仁遠路や畠がある.この種の

くずれは音戸から阿賀に通じる海岸沿いの道路に沿っ

て多数見ることができる.

崩かいの第2の型は渓谷の谷頭付近に発生したもの

で広町津久茂地区に発生し20名を生埋めにした山津波

もこの類と見ることができる.現場では小さな平底谷

の谷頭に竹林がありその竹林の直下カミくずれの頭とな

っている出なおこの頭をよくみると花闇岩が風化し

てできたマサ土の壁に地下水が吹き出したと思われる跡

淡見いだされ淀,ここのくずれの深さは五～2㎜で

流れ去った跡はやや国い花筒岩が露出している吐この

よう恋状況や凄わりの地形から判断するとこの場所は

盲い土石溌赫谷間にだ漢?ていたところらしい,

渓谷の延長が大きい場合すなわち高い山の頂上近く

で鰯のくずれが発生ナるとくずれでできた亮土カ沿

をζるげ落島でいく聞は谷の両壁や底をけずって土石流

となり谷の出口で大量の土珂が堆積する古たまたま

谷の出口に象が建っているとその象はひとたまりもなく

押しつぶされてしまう.阿賀町郷地区にみられる崩か�
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いがその代表的たもので呉市にみられる崩かいの第3

の型となっている.この場合谷をみると土石流が

通過して行った部分では花筒岩の新鮮狂岩盤か露出して

おり台地状の緩斜面は谷筋力婁入って谷の勾配赫ゆるや

かに扱った位置から上二石流の堆積域と扱りて侵食域

と堆積域の区別はばつ書リしている山

谷に崩かいが屍当ら危くでもいわゆる鉄砲水によっ

て家屋が倒されたり土砂をかぶっ怒りした例も多い｡

ここでは谷筋に並んだ家が軒扱み紐やられているが

平地部に入ってからの被害は花陶岩から下きた砂を含

んだ水の勢いによって象がこわされ花もののほかに川

にかかっている橘や遺跡の下の暗渠紀土砂や木材がつ凄

りそのために水赫勘ふれて繭側の家に被害が生じた揚

含カミ多数みられた､この被害の型は呉甫における前3

者とは異なった型であって都市特有の災害としてζれ

から考えねば汰ら扱い間趨カ近こからあらわれている｡

神戸市の場合は7月8賞から9目にかけて361.1

㎜㎜(神戸海洋気象台の観測)の雨が降りとくに17時台

にはユ時間に6蔓｡4卿鮫工8時台には艀｡魯卿狐の降雨量が

記録され淀ほか2!時育終は再び58.6狐狐の雨量と扱っ

ていて夜半に被害の発生が続出している｡しかし蘭

の降りかたはか放り局地的で勘って実際に出帆ぽしる

された豪雨の爪あとをみても東神戸地区に被害が集即

しているようであり降雨量の記録をみても六標山の

北側いわゆる裏六甲地区は合計王70猟猟前後で被害も

ほとんど見当ら机＼この点で呉市の場合とよく似て

いる｡神戸市での被災地の代表のよう紀言われている

葺合区市ガ原地区では世継山の山頂付近に発生したく

ずれをきっかけとする山津波が高さ!00狐の山腹急斜

面を落下して山麓の簾落を襲い住宅エ8棟が土砂の下敷

きと柱り21名カ芽生埋めに扱った.

この地区は花陶岩でで意でいる山にかこまれた谷間

の小盆地で昭和13年の阪神恩水害の際にも被害をうけ

ており.当時の記録が板碑となって村の入口に残されて

いるのがたおさらいたましく感じられる.集落を直

接襲ったのは世継山の山頂付近から落ちた山津波であ

るがこのほかにも多数のくずれが認められこれらは

呉市の場合のくずれの第1の型すたわち崖くずれと同

じものである.なお神戸市地質図ではちょうど市

ガ原の付近を六甲花闇岩体と布引花筒閃緑岩体を境す

る断層がありしかもこの断層は破砕帯をともなうよう

に在っているが今回のくずれはそのよう在地質構造に

直接の関係はないらしい.

長田区五イ‡ノ他地区では大阪層群の礫と砂一粘土の

互層でできている台地のふちにくずれが発生している･

ここはもともと自然の山林であったが台地に次女と住

宅が鐘も並んでちょうどひ柱段のようぽなってしまっ

た畠た淀ここでは自然の斜面の部分に発生しており

斜面の表層笈狐ぐらいがえぐり取られたような形が崩か

い跡にみられた.その際押し出された土砂がたまた

漢斜面の下にあった球を倒してしまった一

明銀脅町では花陶岩からできている谷の斜面の五部

がくずれ落ち谷底にあった家がつぶされたほか台地

上に紛る家も土台近く都洗われて倒潰寸前の状態になっ

ている｡いずれも呉市の場合と同じように六甲山の

南麓に沿っては段丘か発達しており段丘のおこるどこ

ろに平底谷カミくいこんでいるその崖にくずれが発生した

ものである｡神戸市の場合でも呉市の崩かいの第2

第3の型と同じものがみられる｡とくに神戸市の場合

に員立った点は渓谷の出口付近にある家が鉄砲水や土

石流でいためっけられたことでありさらは暗渠柱とに

材木がっまったために河川や溝から水があふれたため

の被害が見られることも呉市と共通している.

ここで呉市1神戸市を始めとする風化花筒岩地帯の崩

かいとくに台地の縁に発生する崖くずれにっいて考え

てみたい中台地のう免に新しい堆積物か乗ってい扱

い場合では山腹の風化の度合は傾斜のゆるい所で大き

く急な所で削･さく扱ってお1)その上急斜面のところ

では植物の根が一定の深さの所まで入りこんで五つの表

層部を形成している｡ここに豪雨があるといったん

水は台地状の部分ぽ貯吏られ王都は地中にしみこむこ

と扱く地表を流れて行く｡表層部に1部の雨水は侵入

するがその部分の含水状態がしだいに増加し飽和点に

近く匁へ叱ところで表層部から内がわの岩盤部との物

性紀極端な違いがあらわれ表層部と岩盤部&の境界位

置から表層部が一書よにすべり落ちる.したがって同

じような斜面カミある場合には他よりも水を吸いこみや�
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錦婁図

崖くずれの櫨武顧

すい条件にある所からまずすべり落ちるこをになる苗

他よりも水を吸いこみやすい条件にあるためにはいる

いろの要素が考えられる｡たをえば台地のうしろに

など添くずれのきっかけを作ったと思われる例も若干

みられる･台地状の部分に新しレ雌積物が乗っている

場合その境界面地質のことばでいえば不整合面は

当然含水率などの物性の違いのあらわれる面となりやす

い.これほ不整合面付近はすべり面となりやすいとい

うことでたとえば昭和39年7月の島根県下風化花筒

岩地帯に発生した集中豪雨による崖くずれの場合でも

崖錐型といわれるくずれが発生している｡自然の堆積

物に限らず人工的に土盛りを行なった場合にその境界

位置秘きっかけとなった例は川崎の灰津波事件を代表

として時時みることができる曲

以前地質ニュｰスNo.1μに横浜の崖くずれの例を

挙げて岩盤と狂っている第三紀層とその上に乗って

いる第四紀層しかも固まっていない砂層1礫層ざらば

関東ロｰム層の境界に注員するようにいったことがある古

今度の場合には花開岩質岩肴の中の風化帯の分布と

風化度の差カミ崩かいの機構を支配しているものとみられ

るがその解析は困難である.呉市の場合には海津線

に沿って高さ4腕前後の台地力糞発達しておりさらにそ

の上にも高さ8㈱ぐらいに階段状の地形がある｡そう

して崩かいはこの階段状の地形の縁に多いため崩かい

語を背にさかのぽってみる由神戸市では昭和13年7

月3貫から5目にかけて累計461.8㎜mの降雨が記録

され神戸とその周辺地区を合わせて死者行方不明と

も570人負傷者3呈OOO人を出すという阪神風水害が発

生した血それ以前にも六甲山系紀ついては山腹工事

次いで渓流工寮も若干含めた砂防工寮が恋されていたが

この風水害できりかけとなって改めて工事の必要性が認

識された.渓流に次々と工事が進められた結果おび

ただしい土石による埋没は少なかったもののここに新

しい型の被害が見られるようになった.

呉市では昭和20年9月17買の枕崎台風による連続雨

量腕2.◎狐狐の降雨紀よって災害が発生している.こ

の時は出水時が深夜のだ洲C苑春1,154人負傷者440

人に及んでいる.ただ戦災のため焼野が原の状態あ

った折でもあり山肌の荒廃もひどくそのために流出

土砂カミ平地部で1～婁狐の原きに達したというこをであ

呉1神戸を始めとして今回豪雨災害の発生した瀬戸

内海沿岸地域の自然環境を眺めてみると花陶岩などか

らできている山地と海との間にせまい平地がある.う

しろの山地は平地のうしろに壁のようにそそり立ってお

り山麓には崖錐や扇状地が並んで複合扇状地性の平地

と匁りそこ紀簾落が散在しあるいは市街地が展開し

ている｡扇状地が形成されているということはそれ

が結局山津波1土石流力まくり返して発生した結果とし

てでき恕ご&が示されているのであり逆に考えれば

何エ｡年ごとかに山津波や土石流カミくり返し襲来して平地

が発達したのであるからいずれは山津波や土着流が襲

た発生するであろうということである.

土石流が成立するためには風化しやすくくずれや

すく侵食されやすい岩質であり谷の勾配カミ水を含ん

花土砂の自然静止角以上であってとくに雨水の地中へ

の侵入が非常におそいことが条件と征る凸六甲山地の

岩質や地形は全くその条件に適合したものであった.

婿和姐年§月25貿山梨県昆和岡村に発生し板場･

西湖の雨村落を襲った災害についての所見を地質ニュｰ

スNo.147で述べた.ここは扇状地の扇頂近くに位置し�
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浦ケ原地区昭和13年水害時の状況を記した板碑

市ガ原地区斜面崩かい

明泉寺町花筒岩のくずれ頭部

五位ノ漉地剛こおげる大阪層群のくずれ

上の写真の右側をみる�
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第4図神野首部要團

り谷の出口は集中豪雨があった

場合非常に危険であるということ

を記しておいたがこの考えかた

は今回の場合にも適用できる.

神戸でも呉でも渓流の出口は

あるがその先の扇状地の中では

渓流が溶くなるかあっても小さ

な道路わきの側溝であるという場

合扇状地が形成害れた当時の姿

のまま水が流れていった結果屋

敷の中を泥水カミ通り抜けたり幸

運な場合にはたまたま道路が水

みちとなった.

ており

た家と

被害のようすをみても土石流の下に埋められ

洪水に流された球の位置関係がはっきりして為

った流路を作らねばならない｡

所が市街地化してしまった揚含は行政のカがどこ蜜で及

ぶか問題であろうが少放くともこれから市街地や宅地

に抵るうとする所では鉄砲水に対する安全圏はどこで

あり危険範囲はどこであるかを知っての道路や宅地

の計画があるべきである.

佐位保1呉佃神戸と港湾都市といわれている都市に

42年7月豪雨による被害が著しがつ花のは天然の良港

という立地条件が逆に後背地ぽ山を負り花わずかグ)平

地に人家が癌集しているという状況をあみ出してお算

山津波1鉄砲水1崖くずれなどの災害についての一種の

宿命観も感じられる｡

これは結局都市計画ことに

後に山地をもった海岸沿いのせま

い平地に立地した都市の場合最

も注意を要することであろう.

山腹の崩かいに対する処置は完成

したとしても鉄砲水をおさえる

ことは顕難であるうしこれを何

の抵抗もなく海緯に流してしまう

ためには扇状地がで書た時の川

の流れの姿を予想しそれに屍禽

しかしすでにその揚

今後の対策として崖くずれの場合崖の下に家を作

らないにこしたことはないが現実に家がある場合の最

良の対策は危いとみたら逃げだすことでありあとは

逃げだすタイミングを屍つけることだけである.これ

はは簡単衣欝報装置を徹底させることが必要と思われる.

また鉄砲水についてもとにかく危い所は逃げだすこと

であリその場合でも安全地帯の捉めかたに対する法具り

性を扇状地の形成過程から見当をつけて一般に熟知

させることが望まれる､(筆者は応用地質部)

表層のくずれ代表的なもの�



�

町花筒岩のくず

鍵灘純

一明

明泉寺町崖下を眺めたところ

呉市休山の遠景

道路に沿って山津波が通過した跡

崖くずれの1つの型の表面をみる

神戸市被災地の遠景

轡…�


